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こ
の
六
年
間
、
イ
ン
タ
ー
カ
レ
ッ
ジ
・
セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、
一
貫
し
て
沖
縄
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
様
々
な
視
点
か
ら
論
議
し

て
き
た
私
の
自
主
ゼ
ミ
で
は
、
”
保
庁
化
進
む
県
内
学
生
“
と
総
括
す
る
琉
大
仲
地
博
助
教
授
に
よ
る
「
沖
縄
県
内
大
学
生
の
平
和
意
識
」

（
一
九
八
三
年
六
月
）
の
調
査
結
果
密
め
ぐ
っ
て
、
沖
縄
県
内
学
生
の
意
識
に
関
す
る
関
心
と
議
論
が
高
ま
っ
た
。
そ
こ
で
ゼ
ミ
自

ら
、
「
平
和
意
識
」
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
学
生
の
意
識
を
探
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
「
生
活
意
識
」
、
「
国
際
感
覚
」
、
「
天
皇

観
」
の
三
点
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
、
沖
縄
県
内
の
高
校
・
大
学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。
な
お
「
天
皇
観
」
に

つ
い
て
は
、
五
年
前
に
私
達
が
実
施
し
た
調
査
結
果
が
あ
る
の
で
、
追
跡
調
査
の
一
部
と
な
っ
た
。

調
査
は
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）
年
四
月
下
旬
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
行
な
い
、
こ
の
期
間
が
入
学
時
期
と
重
な
る
た
め
に
、

高
校
生
、
大
学
生
と
も
に
新
入
生
を
極
力
、
対
象
か
ら
外
す
よ
う
に
し
た
。
ち
な
み
に
一
年
生
を
含
む
の
は
、
高
校
の
部
で
中
部
商

業
の
一
ク
ラ
ス
、
大
学
の
部
で
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
だ
け
で
あ
る
。
大
学
の
場
合
、
国
立
の
琉
球
大
学
と
私
学
の
沖
縄
国

際
大
学
、
沖
縄
大
学
、
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学
の
四
大
学
、
高
校
の
場
合
、
糸
満
高
校
、
那
覇
高
校
、
昭
和
薬
科
大
附
属
高

校
、
北
谷
高
校
、
中
部
商
業
高
校
、
辺
土
名
高
校
、
八
重
山
高
校
の
七
高
校
で
実
施
し
、
大
学
で
は
専
攻
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
高

校
で
は
地
域
や
レ
ベ
ル
が
偏
ら
な
い
よ
う
に
留
意
し
た
。

調
査
方
法
は
各
ク
ラ
ス
の
出
席
者
に
調
査
票
を
配
布
し
、
そ
の
場
で
記
入
し
て
も
ら
っ
て
回
収
す
る
方
法
を
と
っ
た
。
ラ
ン
ダ

ム
・
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
は
な
い
点
に
問
題
は
あ
る
が
、
大
学
生
二
九
二
名
、
高
校
生
一
一
九
一
名
、
総
計
五
八
三
名
の
回
答
を
得
て
、

県
内
高
校
・
大
学
生
の
お
お
よ
そ
の
意
識
を
把
握
で
き
た
と
思
う
。
前
述
の
仲
地
調
査
が
支
持
政
党
、
自
衛
隊
、
曰
米
安
保
条
約
、

核
問
題
等
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
の
で
、
合
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
有
益
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
、
は
じ
め
に

！
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図１．（Ｑ１）あなたは，現在の学生生活

に満足していますか？

Ｑ
１
あ
な
た
は
現
在
の
学
生
生
活
に
満
足
し
て
い
ま
す
か
？

「
満
足
」
と
「
や
や
満
足
」
を
合
計
し
た
満
足
派
が
全
体
で
六
一
、
二
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
満
」
と
「
不
満
」
を
合
わ

せ
た
不
満
派
が
、
三
七
、
一
％
で
、
満
足
派
が
不
満
派
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
現
在
の
学
生
生
活
に
十
分
と
は
い
え
な
い

Ⅲ
生
活
意
識

、
調
査
結
果

Ｎ

に
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
現
在
の
学
生
生
活
に
十
分
と
は
い
え
な
い

ま
で
も
、
お
お
か
た
が
ま
あ
ま
あ
満
足
し
、
と
り
た
て
て
強
い
不

満
が
な
い
と
い
う
今
日
の
高
校
生
や
大
学
生
の
意
識
は
、
前
述
し

た
仲
地
調
査
に
み
る
保
守
化
現
象
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
一
方
で
、
か
つ
て
の
学
生
よ
り
も
い
っ
そ
う
現
実
的

と
な
り
、
現
実
の
生
活
と
適
当
に
妥
協
す
る
態
度
が
身
に
つ
い
て

き
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
』

高
校
、
大
学
と
も
に
、
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
満
足
度
が
は
る

か
に
高
か
っ
た
の
が
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

Ｑ
２
社
会
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
あ
な
た
の
考
え
方
に
最
も

影
響
を
与
え
た
も
の
は
何
で
す
か
？

予
想
通
り
、
テ
レ
ビ
が
ト
ッ
プ
（
四
一
、
○
％
）
で
、
友
だ
ち
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Ｑ
３
社
会
に
出
た
場
合
の
目
標
を
、
あ
な
た
は
も
っ
て
い
ま
す
か
？

全
体
で
み
た
場
合
、
「
も
っ
て
い
る
」
が
二
四
％
、
「
漠
然
と
で
あ
る
が
も
っ
て
い
る
」
が
五
八
、
一
％
、
「
考
え
た
こ
と
が
な
い
」

が
一
六
、
八
％
で
あ
り
、
漠
然
と
し
た
目
標
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
が
最
も
多
か
っ
た
。
程
度
の
差
は
あ
れ
、
何
ら
か
の
形
で

目
標
を
も
っ
て
い
る
学
生
が
も
っ
て
い
な
い
学
生
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
。
高
校
生
の
場
合
、
男
女
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
大
学

生
に
な
る
と
女
子
学
生
は
男
子
学
生
よ
り
も
「
漠
然
度
」
が
八
％
上
ま
わ
る
。

（
一
一
五
、
四
％
）
、
新
聞
（
一
三
、
一
％
）
、
親
兄
弟
（
一
一
、
一
％
）
、
雑
誌
（
九
、
八
％
）
、
単
行
本
（
七
、
四
％
）
、
先
生
（
五
、
五
％
）

の
順
と
な
っ
た
。
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
単
行
本
の
合
計
が
八
○
、
一
一
一
％
と
な
り
、
友
だ
ち
・
親
兄
弟
な
ど
の
人
間
関
係
の
合
計
四
八
、
一
一
一

％
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
情
報
化
社
会
の
趨
勢
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
雑
誌
が
意
外
に
少
な
い
の
は
、

本
土
で
出
版
さ
れ
た
週
刊
誌
や
月
刊
誌
が
沖
縄
の
読
者
に
届
く
の
が
非
常
に
遅
れ
る
こ
と
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
「
先
輩
」
や
「
先
生
」
よ
り
も
「
親
・
兄
弟
」
の
影
響
力
が
強
い
点
は
沖
縄
社
会
の
特
性
を
表
出
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
ち
な
み
に
大
学
生
の
場
合
、
”
県
内
出
身
“
と
”
県
外
出
身
“
に
大
別
す
る
と
、
”
県
内
“
の
「
親
・
兄
弟
」
の
回
答
率
は

一
一
一
、
五
彩
、
”
県
外
”
の
そ
れ
は
五
、
二
％
と
な
っ
て
、
こ
の
格
差
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
ま
た
女
性
（
一
五
、
○
％
）
が
男
性

（
八
、
八
％
）
よ
り
も
「
親
。
兄
弟
」
の
影
響
力
が
強
い
。
「
先
生
」
の
影
響
力
も
同
様
に
女
性
の
方
が
男
性
よ
り
強
く
み
ら
れ
る
。

逆
に
男
性
は
女
性
よ
り
も
「
先
輩
」
の
影
響
力
が
強
い
。

高
校
生
と
大
学
生
の
比
較
で
は
、
「
新
聞
」
と
「
単
行
本
」
の
影
響
力
で
大
学
生
の
方
が
高
校
生
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
。

Ｑ
４
あ
な
た
は
今
、
何
に
一
番
関
心
が
あ
り
ま
す
か
？

「
進
路
」
四
六
、
○
％
、
「
対
人
関
係
」
二
七
、
四
％
、
「
趣
味
」
一
五
、
四
％
が
ベ
ス
ト
・
ス
リ
ー
で
、
そ
の
後
に
ひ
と
け
た
で

’

１
１

！
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Ｑ
５
日
本
と
一
番
、
関
係
の
深
い
地
域
（
国
）
は
ど
こ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

圧
倒
的
多
数
が
ア
メ
リ
カ
（
八
九
、
九
％
）
と
答
え
て
お
り
、
群
を
ぬ
い
て
い
る
。
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
割
に
は
数
値

は
ず
っ
と
下
が
る
が
、
一
一
位
は
中
国
（
七
、
七
％
）
、
一
一
一
位
は
東
南
ア
ジ
ア
（
三
、
九
％
）
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
を
除
け
ば
こ
の
両

地
域
（
国
）
を
曰
本
と
比
較
的
に
関
係
が
深
い
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
ソ
連
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
米
、
オ
セ
ア
ニ
ア
、
ア

フ
リ
カ
は
全
て
一
％
前
後
と
へ
曰
本
と
は
き
わ
め
て
関
係
の
薄
い
地
域
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ
６
ア
セ
ア
ン
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
叩
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
加
盟
国
を
以
下
か
ら
選
ん
で
下
さ
い
。

近
年
、
と
み
に
日
本
政
府
や
沖
縄
県
が
強
調
し
て
い
る
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
対
す
る
基
本
的
知
識
を
、
学
生
が
ど
の
程
度
、
も
ち
あ

わ
せ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
設
定
し
た
質
問
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
国
別
の
認
識
度
は
さ
ほ
ど
高
く
な
く
、
と

り
わ
け
ア
セ
ァ
ン
加
盟
六
か
国
の
う
ち
、
ブ
ル
ネ
イ
は
一
昨
年
に
独
立
し
て
加
盟
し
た
ば
か
り
な
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
知
ら
な

「
お
金
」
、
「
学
問
」
、
「
社
会
情
勢
」
、
「
健
康
」
と
続
く
。
「
進
路
」
の
比
率
が
非
常
に
高
く
、
「
社
会
情
勢
」
と
か
「
学
問
」

は
強
い
関
心
か
ら
遠
い
位
置
に
あ
る
。

「
対
人
関
係
」
に
男
女
差
が
は
っ
き
り
表
わ
れ
て
い
る
（
男
性
一
一
三
、
一
％
、
女
性
三
四
、
五
％
）
。
逆
に
男
性
が
女
性
を
上
ま
わ

る
の
は
「
お
金
」
「
学
問
」
「
健
康
」
で
あ
る
。
大
学
生
は
高
校
生
と
比
較
し
て
「
進
路
」
「
社
会
情
勢
」
「
学
問
」
「
健
康
」
に

お
い
て
高
く
、
「
対
人
関
係
」
「
趣
味
」
に
お
い
て
低
い
。
県
外
出
身
の
大
学
生
は
、
県
内
出
身
の
大
学
生
よ
り
対
人
関
係
へ
の
関

心
が
半
分
以
下
で
あ
る
。

②
国
際
感
覚
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い
の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
た
。

六
か
国
の
正
解
率
か
ら
み
る
と
、
全
問
正
解
の
回
答
率
は
六
、
九
％
、
五
問
正
解
は
一
一
八
、
八
％
、
四
問
正
解
一
六
、
六
％
、
三
問

正
解
一
一
一
、
三
％
、
一
一
問
正
解
八
、
四
％
、
一
間
正
解
五
、
○
％
、
○
問
正
解
一
四
、
一
一
％
、
Ｎ
Ａ
七
、
七
％
の
結
果
と
な
っ
た
。
全

問
正
解
と
五
問
正
解
を
合
計
す
る
と
約
三
六
％
と
な
り
へ
回
答
者
の
一
一
一
分
の
一
以
上
が
か
な
り
正
確
な
知
識
を
示
し
た
こ
と
に
な
り
、

私
た
ち
の
調
査
前
の
予
想
を
上
ま
わ
っ
た
。
大
学
生
に
限
定
す
る
と
、
六
問
正
解
は
約
一
一
％
、
五
問
正
解
が
三
七
％
と
な
り
、
合

計
で
ほ
ぼ
半
数
に
達
す
る
。
こ
の
設
問
だ
け
で
速
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ア
セ
ア
ン
に
対
す
る
基
本
的
な
知
識
を
沖
縄
の
学

生
は
か
な
り
の
程
度
、
も
ち
あ
わ
せ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
男
性
の
方
が
女
性
よ
り
も
、
県
外
出
身
学
生
の
方
が
県
内
出
身

学
生
よ
り
も
は
る
か
に
高
い
正
解
率
を
示
し
て
い
る
。

国
別
の
正
解
率
を
み
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
六
七
、
八
％
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
六
六
、
九
％
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
六
五
、
五
％
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
六
一
、
｜
形
、
タ
イ
五
四
、
五
％
、
ブ
ル
ネ
イ
’
一
一
、
一
一
一
％
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
や
は
り
ブ
ル
ネ
イ
の
正
解
率
は
き
わ
め
て
低
い
。

ベ
ト
ナ
ム
（
一
一
一
一
、
｜
影
）
、
ビ
ル
マ
（
二
一
一
、
○
％
）
と
混
同
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
次
い
で
中
国
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
が

ブ
ル
ネ
イ
並
み
か
、
も
し
く
は
上
ま
わ
る
一
○
％
台
の
回
答
率
で
あ
る
。

Ｑ
７
現
在
、
日
本
は
東
南
ア
ジ
ア
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
ど
の
分
野
の
交
流
が
よ
り
重
要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

ト
ッ
プ
は
「
経
済
」
（
四
一
一
、
四
％
）
で
あ
り
、
次
い
で
「
技
術
」
（
一
一
九
、
二
％
）
、
「
文
化
」
（
’
一
四
、
五
％
）
と
な
り
、
こ

れ
ら
が
ベ
ス
ト
・
ス
リ
ー
で
あ
る
。
「
政
治
」
（
九
、
九
％
）
、
「
軍
事
」
（
二
、
六
％
）
は
か
な
り
低
い
。
す
な
わ
ち
曰
本
と
東
南

ア
ジ
ア
と
の
交
流
で
は
「
経
済
」
「
技
術
」
を
重
視
す
る
者
が
き
わ
め
て
多
く
、
「
文
化
」
交
流
は
こ
れ
ら
に
一
歩
譲
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
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図２．（Ｑ８）今年４月に沖縄国際セン

ターがオープンしますが，このこ

とをあなたは知っていますか？
Ｑ
８
今
年
四
月
に
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
あ
な
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
？

調
査
時
期
が
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
沖
縄
の
マ
ス
コ
ミ

く
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
七
○
％
前
後
の
「
は
い
」
を
予
測
し
て
い
た
が
、
調
査
結
果
は
五
五
、
二
％
と
予

「
経
済
」
重
視
は
男
性
よ
り
も
女
性
の
方
に
、
県
外
出
身
よ
り
も
県
内
出
身
に
多
く
、
「
技
術
」
重
視
は
女
性
よ
り
も
男
性
に
、

県
内
出
身
よ
り
も
県
外
出
身
に
、
高
校
生
よ
り
も
大
学
生
に
多
い
。

NLA
る
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
を
沖
縄
の
マ
ス
コ
ミ
が
か
な
り
大
き

側
し
て
い
た
が
、
調
査
結
果
は
五
五
、
二
％
と
予
想
を
は
る
か
に

下
ま
わ
っ
た
。
大
学
生
と
較
べ
て
高
校
生
の
知
識
の
低
さ
が
目
立

っ
た
（
大
学
生
七
九
、
一
％
、
高
校
生
一
一
一
一
、
三
％
）
。
女
性
よ
り
も

男
性
の
方
が
、
県
外
出
身
大
学
生
よ
り
も
県
内
出
身
大
学
生
の
方

が
高
い
。

こ
の
時
点
で
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
知
識
や
関
心
が
沖

縄
全
般
に
ま
で
は
十
分
に
拡
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
表
わ
れ

と
い
え
よ
う
。

Ｑ
９
沖
縄
国
際
セ
ン
タ
ー
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
（
Ｑ
８

で
「
は
い
」
と
回
答
し
た
者
に
対
し
て
）

設
置
場
所
は
浦
添
市
で
あ
る
が
那
覇
市
と
の
近
接
地
で
あ
る
こ

と
か
ら
へ
正
解
率
は
三
分
の
一
程
度
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
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図３．（Ｑ10)沖縄にとって国際交流は必要

なことだと思いますか？

想
し
て
い
た
が
、
調
査
結
果
は
七
七
、
六
％
と
高
い
比
率
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
国
際
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て
知
っ
て
い

た
者
は
そ
の
地
理
的
不
明
確
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
場
所
を
か
な
り
正
確
に
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
那
覇
市
と
回
答
し
た

者
は
一
一
一
、
七
％
、
宜
野
湾
市
と
回
答
し
た
者
は
四
、
三
％
と
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
た
。

Ｑ
、
沖
縄
に
と
っ
て
国
際
交
流
は
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
か
？

「
と
て
も
必
要
」
の
回
答
者
が
五
一
一
、
三
％
、
「
あ
る
程
度
必
要
」
が
一
一
一
五
、
八
％
で
、
沖
縄
の
国
際
交
流
の
必
要
性
を
感
じ
る
者

彩
祇
汕
う
ぢ
丘
く
』
と
白
６
５
士
ロ
具
し
－
よ
っ
こ
・
ソ
Ｐ
う
「
し
一
ご
う
』

ｅ

５

が
九
○
％
近
く
を
占
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
し
か
も
「
と
て
も
必

要
」
と
強
く
必
要
性
を
感
じ
る
者
は
二
人
に
一
人
以
上
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
沖
縄
の
学
生
た
ち
は
国
際
交
流
を
強
く
望
ん
で
い
る

と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
国
際
交
流
不
要
派
は
合
計
し
て
も
一
、

四
％
に
し
か
な
ら
ず
、
微
々
た
る
存
在
で
し
か
な
い
。
「
と
て
も

必
要
」
と
回
答
し
た
者
の
比
率
は
大
学
生
の
方
が
高
校
生
を
約
一

○
％
上
ま
わ
っ
て
い
る
。

Ｑ
ｕ
沖
縄
は
こ
れ
か
ら
ど
の
地
域
（
国
）
と
最
も
交
流
を
深

め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

ト
ッ
プ
は
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
が
二
六
、
九
％
で
並
ん
だ
。
次

い
で
ア
メ
リ
カ
（
二
○
、
四
％
）
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
一
六
、
八
％
）
、

１
１
１
１
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調
査
形
式
が
若
干
異
な
る
が
、
総
理
府
の
外
交
世
論
調
査
結
果
と
比
較
し
て
み
る
と
興
味
一

が
最
も
親
し
く
す
る
べ
き
国
」
を
選
ば
せ
て
い
る
。
毎
年
、
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
の
調
査
で

は
、
残
念
な
が
ら
「
東
南
ア
ジ
ア
」
は
選
択
肢
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
比
較
検
討
す

る
の
に
問
題
が
残
る
が
、
し
か
し
参
考
に
は
な
る
と
思
わ
れ
る
。
昭
和
五
九
年
の
調
査
結
果

を
み
て
も
圧
倒
的
に
米
国
（
四
一
一
一
、
三
％
）
で
あ
り
、
続
い
て
中
国
（
一
九
、
五
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
本
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
今
後
も
ア
メ
リ
カ
と
の
交
流
に
最
も
力
を

注
ぐ
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
非
常
に
強
い
の
で
あ
る
。
関
心
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
は

い
え
、
二
位
の
「
中
国
」
は
「
米
国
」
の
半
分
以
下
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
日
本
人
の
国
際

感
覚
を
明
確
に
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
調
査
結
果
と
は
対
照
的
に
、
今
回
の
私
達
の
調
査
で
は
、
沖
縄
の
将
来
の
国
際
交
流

に
関
し
て
、
そ
の
対
象
が
ア
メ
リ
カ
を
し
の
い
で
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
が
一
位
を
占
め
た
こ

と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
沖
縄
の
地
理
的
歴
史
的
な
背
景
を
考
え
て
も
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
自
由
活
発
な
交
流
や
貿
易
が
促
進
さ
れ
れ
ば
、
今
後
い
っ
そ
う
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
高
校
、
大
学
生
に
限
定

さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
沖
縄
の
特
性
が
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
い
る
調
査
結
果
で
あ
る
。

が
続
き
、
南
米
（
五
、
五
％
）
、
台
湾
（
四
、
五
％
）
、
オ
セ
ア
ニ
ア
（
一
一
、
六
％
）
、
ア
フ
リ
カ
（
一
一
、
四
％
）
は
少
数
派
グ
ル
ー
プ

と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
沖
縄
の
若
者
は
、
現
在
、
曰
本
と
最
も
密
接
な
関
係
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
上
ま
わ
っ
て
、
中
国
と
東
南
ア
ジ

ア
に
将
来
の
国
際
交
流
を
期
待
す
る
要
望
が
強
い
と
い
う
こ
と
丙
あ
る
。

２

調
査
形
式
が
若
干
異
な
る
が
、
総
理
府
の
外
交
世
論
調
査
結
黒
ど
比
較
し
て
み
る
と
興
味
深
い
（
表
１
）
。
こ
の
調
査
で
は
「
曰
本

表１．日本が最も親しくするべき国（％）

(総理府：外交に関する世論調査）

米
国

中
国

ソ
連

韓
国

のす
ゾ＜

国て

そ
の
他

月
月
月
月
月

６
６
６
５
５

年
年
年
年
年

９
８
７
６
５

５
５
５
５
５

３
５
２
２
３

●
●
●
●
●

３
８
４
８
２

４
３
３
３
３

５
９
７
０
９

●
●
●
●
●

９
６
８
６
３

１
１
１
１
２

０
４
９
７
１

●
●
●
●
●

３
２
１
１
１

６
４
５
５
６

●
●
●
●
①

０
０
０
０
０

３
４
３
２
１

●
●
●
●
●

０
４
６
１
４

１
１
１
１
１

３
１
３
０
２

●
●
●
●
●

４
７
７
０
５

１
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Ｑ
皿
沖
縄
は
こ
れ
か
ら
ど
の
分
野
で
国
際
交
流
を
深
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

「
文
化
」
が
一
位
（
四
一
一
、
四
％
）
で
、
「
経
済
」
（
三
八
、
八
％
）
が
一
一
位
、
少
し
差
が
開
い
て
「
技
術
」
（
一
八
、
四
％
）
が

●
●

一
一
一
位
と
な
っ
て
い
る
。
質
問
の
内
容
が
若
干
、
異
な
る
が
、
Ｑ
７
で
曰
本
の
東
南
ア
ジ
ア
に
対
す
る
国
際
交
流
で
重
要
な
の
は
、
前

述
し
た
よ
う
に
一
位
が
「
経
済
」
、
一
一
位
「
技
術
」
、
一
一
一
位
「
文
化
」
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
三
分
野
が
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
こ
の

●
●

設
問
で
も
同
様
な
の
で
あ
る
が
、
沖
縄
か
ら
み
た
国
際
交
流
の
場
合
、
経
済
や
技
術
よ
り
も
文
化
が
ト
ッ
プ
に
き
て
い
る
点
に
特
色

地
理
的
に
み
れ
ば
最
も
近
い
外
国
で
あ
る
台
湾
は
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
に
較
べ
て
、
沖
縄
の
若
者
に
は
き
わ
め
て
遠
い
存
在
で

あ
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
曰
本
と
正
式
の
国
交
が
な
い
と
は
い
え
、
歴
史
的
に
も
沖
縄
と
関
係
の
深
い
台
湾
は
現
在
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

（
新
興
工
業
国
）
と
し
て
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
て
世
界
の
注
目
を
集
め
て
い
る
国
で
あ
る
。
も
っ
と
知
識
と
関
心
が
あ
っ
て

い
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
沖
縄
と
直
接
的
な
関
係
は
ほ
と
ん
ど
な
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
の
一
七
％
と
い
う

高
い
比
率
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
等
の
発
展
途
上
国
よ
り
も
先
進
国
で
あ
る
欧
米

を
偏
重
し
て
き
た
曰
本
の
伝
統
的
傾
向
が
こ
の
調
査
で
も
そ
の
一
端
を
か
い
ま
見
せ
て
い
る
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
教
科
書
か
ら

忠
実
に
知
識
を
吸
収
し
て
い
る
高
校
生
の
欧
米
指
向
（
ア
メ
リ
カ
二
六
、
一
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
二
○
、
六
％
）
が
大
学
生
（
ア
メ
リ
カ

一
四
、
七
％
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
’
三
、
○
％
）
を
は
る
か
に
上
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

「
中
国
」
指
向
に
関
し
て
男
女
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
「
東
南
ア
ジ
ア
」
指
向
に
関
し
て
は
男
性
が
女
性
を
は
る
か
に
上
ま
わ

り
、
約
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
沖
縄
の
女
子
学
生
は
東
南
ア
ジ
ア
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
関
心
と
指

向
性
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
男
性
に
限
定
す
れ
ば
『
「
東
南
ア
ジ
ア
」
が
ト
ッ
プ
（
一
一
一
三
、
｜
％
）
で
、
一
一
位
が
中
国

（
二
六
、
四
％
）
と
い
う
結
果
で
あ
る
。
県
外
出
身
の
大
学
生
の
方
が
県
内
出
身
よ
り
も
欧
米
指
向
が
は
る
か
に
少
な
い
。

Ｉ



沖縄県内高校・大学生の意識調査（江上）1１
が
出
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

沖
縄
の
学
生
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
と
技
術
の
交
流
の
重
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て

い
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
沖
縄
固
有
の
歴
史
的
所
産
で
あ
る
独
自
の
文
化
を
中
心

に
し
て
国
際
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

高
校
生
に
「
文
化
」
指
向
が
非
常
に
強
く
、
逆
に
大
学
生
で
は
「
経
済
」
指
向
が

「
文
化
」
を
し
の
ぐ
。
と
り
わ
け
男
性
の
大
学
生
は
四
九
、
六
％
が
「
経
済
」
を
選

ん
で
い
る
。
そ
し
て
県
内
出
身
の
大
学
生
の
方
が
県
外
出
身
の
大
学
生
よ
り
も
「
経

済
」
指
向
が
強
い
。

Ｑ
皿
あ
な
た
は
、
天
皇
お
よ
び
皇
族
に
対
し
て
ど
ん
な
感
じ
を
お
も
ち
で
す
か
？

「
何
と
も
感
じ
な
い
」
が
六
八
、
六
％
で
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。
そ
し
て
「
反
感

を
も
つ
」
’
三
、
九
％
、
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
六
、
○
％
、
「
尊
く
て
お
そ
れ
多

い
」
一
一
一
、
八
％
、
「
そ
の
他
」
三
、
八
％
、
「
憎
悪
を
感
じ
る
」
一
一
一
、
四
％
と
続
い

３

て
い
る
。
五
年
前
の
調
査
ど
比
較
す
る
と
、
「
尊
く
て
お
そ
れ
多
い
」
「
反
感
を
感

じ
る
」
が
減
少
し
、
「
何
と
も
感
じ
な
い
」
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
「
憎
悪
を
感
じ

る
」
が
増
加
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
化
が
こ
の
五
年
間
で
生
じ
た
と
は

０
天
皇
観

図４．（Ｑ13）あなたは，天皇および皇族に対してどんな感じをおも

ちですか？

趾
Ⅱ
紫

1980年

(前回）

N､Ａ、1.0％
ⅡDP

1985年

(今回）

「
鰍くておそれ多い

０

０

０

０

'-１１

￣、ロＺ＝■、Ｉヂヱ。▲▲･缶ニニーローー

即〈寸おそれ多い

Ｆ￣親しみを感じる

その'111
１

/｜
ノｌ

<蝋…と1:2竺Tl 『

５２＄ 5.0％ 何とも感じない６５５形 反感をもつ】8.7＄ 2J

彫

3.4

兄

3.8

＄

6.0＄ 何とも感じない６８．６＄ 反脇をもつ

13.9＄

3.4

＄

3.8

形
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「
反
感
を
も
己
の
は
大
学
生
よ
り
も
高
校
生
に
多
い
。
県
内
出
身
の
大
学
生
と
県
外
出
身
の
大
学
生
の
比
較
で
は
両
者
に
明
確

な
相
違
点
が
み
ら
れ
る
。
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
で
は
県
内
出
身
の
五
、
九
％
に
対
し
て
、
県
外
出
身
は
二
○
、
七
％
と
は
る
か
に
多

い
。
逆
に
「
反
感
を
感
じ
る
」
が
県
内
出
身
一
三
、
六
％
に
対
し
て
県
外
出
身
は
六
、
九
％
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
か
ら
県
外
出

身
の
大
学
生
は
、
県
内
出
身
の
大
学
生
に
較
べ
て
「
反
感
」
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
者
が
相
対
的
に
多
い
と

い
え
る
。

４

ち
な
み
に
共
同
通
信
調
査
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
昭
和
五
九
年
一
一
一
月
の
全
国
調
査
（
一
一
○
才
以
上
の
男
女
三
○
○
○
人
が
調
査
対
象
）

に
よ
れ
ば
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
質
問
に
対
し
て
、
「
何
と
も
感
じ
な
い
」
が
四
六
、
一
％
、
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
が
一
一
一
四
、
三
％
、

「
尊
く
て
お
そ
れ
多
い
」
が
一
三
、
○
％
、
「
反
感
を
感
じ
る
」
一
一
一
、
一
一
一
％
、
「
す
て
き
」
｜
、
｜
形
、
「
そ
の
他
」
○
、
六
％
と

な
っ
て
い
る
。
調
査
対
象
が
異
な
る
の
で
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
県
内
出
身
と
県
外
出
身
と
の
相
違
か
ら
判
断
し
て
も
、
沖

縄
の
学
生
は
天
皇
や
皇
族
に
対
し
て
「
親
し
み
」
が
薄
く
、
「
無
関
心
」
や
「
反
感
」
の
度
合
が
強
い
と
い
え
よ
う
。
今
後
の
推
移

と
し
て
は
お
お
ま
か
に
い
っ
て
「
反
感
」
が
漸
減
し
、
そ
の
分
だ
け
「
無
関
心
」
が
漸
増
し
て
い
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ｑ
皿
あ
な
た
は
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
争
責
任
を
誰
に
求
め
ま
す
か
？
（
注
印
該
当
す
る
も
の
は
い
く
つ
で
も
よ
い
）

単
純
集
計
に
よ
れ
ば
、
実
に
半
数
以
上
の
者
が
「
軍
部
」
（
五
六
、
八
％
）
に
戦
争
責
任
を
求
め
て
い
る
。
次
い
で
「
内
閣
」
三

二
、
九
％
、
「
天
皇
」
二
八
、
五
％
と
な
り
、
こ
の
上
位
三
者
に
続
い
て
「
国
民
」
一
六
、
一
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
一
六
、
一
一
一
％
、

る
。

い
え
な
い
。
最
も
大
き
な
変
化
と
い
え
る
の
は
「
反
感
を
も
つ
」
が
五
年
前
の
一
八
、
七
％
か
ら
今
回
の
一
三
、
九
％
に
減
少
し
て

い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
分
を
「
何
と
も
感
じ
な
い
」
「
親
し
み
を
感
じ
る
」
「
憎
悪
を
感
じ
る
」
が
分
散
吸
収
し
て
微
増
し
て
い
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‐
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－
－
－
１
１
‐
’
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－
１
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‐
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ｌ
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ｌ
‐
－
‐
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１
‐
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Ｉ
‐
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Ｉ
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沖縄県内高校・大学生の意識調査（江上）1３
「
外
国
」
六
、
五
彩
、
「
そ
の
他
」
五
二
％
と
な
っ
て
い
る
。

高
校
生
と
大
学
生
を
比
較
し
た
場
合
、
大
学
生
に
「
軍
部
」
と
「
内
閣
」
が
多
く
、

高
校
生
に
「
天
皇
」
が
多
い
。
男
女
差
で
は
、
女
性
の
方
が
「
天
皇
」
に
責
任
を
求

め
る
比
率
が
高
い
。
最
も
興
味
深
い
の
は
、
大
学
生
が
戦
争
責
任
を
「
国
民
」
に
求

め
る
度
合
が
非
常
に
高
く
（
二
四
、
○
％
）
、
「
天
皇
」
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
高

校
生
八
、
二
％
の
約
三
倍
に
の
ぼ
る
。
県
外
出
身
大
学
生
は
「
天
皇
」
「
軍
部
」
「
内

閣
」
の
比
率
は
各
々
、
県
内
出
身
大
学
生
よ
り
も
低
く
、
そ
の
分
だ
け
「
国
民
」
「
わ

か
ら
な
い
」
「
そ
の
他
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

前
回
調
査
と
同
様
に
全
体
を
一
○
○
％
と
し
て
そ
の
比
率
を
比
較
し
た
場
合
、

「
天
皇
」
が
減
り
（
一
一
一
、
三
％
↓
一
七
、
四
％
）
、
そ
の
分
だ
け
「
国
民
」
（
七
、
八

％
↓
九
、
九
％
）
、
「
わ
か
ら
な
い
」
（
七
、
三
％
↓
一
○
、
○
％
）
が
ふ
え
て
い
る
。

「
軍
部
」
は
変
わ
ら
ず
、
「
内
閣
」
は
漸
減
し
て
い
る
（
一
三
、
○
％
↓
一
一
○
、
一
一
％
）
。

Ｑ
妬
天
皇
制
の
将
来
は
、
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
か
？

「
（
象
徴
と
し
て
）
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
（
五
六
、
三
％
）
が
圧
倒
的
に
多
く
、

次
に
「
天
皇
制
を
廃
止
す
る
」
一
一
三
、
一
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
一
一
一
一
、
五
彩
、
「
天

皇
に
も
う
少
し
権
限
を
与
え
る
」
四
、
六
％
と
な
り
、
「
戦
前
の
よ
う
に
天
皇
を
主

権
者
の
地
位
に
も
ど
す
」
は
皆
無
で
あ
っ
た
。

(Ｑ14）あなたは，太平洋戦争の戦争責任を誰に求めますか？図５
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Ｑ
脇
他
府
県
と
沖
縄
と
で
は
、
天
皇
に
対
す
る
意
識
は
ち
が
う
と
思
い
ま
す
か
？

「
は
い
」
と
回
答
し
た
者
が
六
四
、
九
％
、
「
い
い
え
」
が
二
、
九
％
、
「
わ

か
ら
な
い
」
が
一
一
一
一
、
二
形
、
「
無
回
答
」
が
一
、
○
％
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
一
一
一
人
に

二
人
ま
で
が
天
皇
に
対
す
る
沖
縄
の
意
識
は
他
府
県
と
異
な
る
と
考
え
て
い
る
の
で

「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
は
高
校
生
よ
り
も
大
学
生
に
、
県
内
出
身
大
学
生
よ
り
も

県
外
出
身
大
学
生
に
多
く
、
「
天
皇
制
廃
止
」
は
県
外
出
身
者
よ
り
も
県
内
出
身
の

大
学
生
に
多
か
っ
た
。
前
回
調
査
と
比
較
し
た
場
合
、
全
体
的
比
率
の
大
き
な
変
化

は
み
ら
れ
な
い
。
強
い
て
い
え
ば
「
わ
か
ら
な
い
」
が
前
回
の
一
○
、
○
％
か
ら
今

回
は
一
三
、
五
彩
と
若
干
増
え
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

参
考
ま
で
に
前
出
の
共
同
通
信
調
査
の
同
じ
質
問
に
対
す
る
回
答
結
果
を
み
る
と

「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
七
七
、
三
％
、
「
天
皇
に
も
う
少
し
政
治
的
な
力
を
与
え

る
」
が
八
、
六
％
、
「
主
権
者
に
す
る
」
が
一
、
六
％
、
「
天
皇
制
廃
止
」
一
○
、

○
％
、
「
そ
の
他
」
○
、
一
一
％
、
「
わ
か
ら
な
い
」
「
無
回
答
」
が
一
一
、
三
％
で
あ

っ
た
。
こ
の
全
国
調
査
と
較
べ
る
と
、
今
回
の
調
査
は
「
今
の
ま
ま
で
よ
い
」
が
相

対
的
に
少
な
い
分
だ
け
「
天
皇
制
廃
止
」
「
わ
か
ら
な
い
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
「
天
皇
制
廃
止
」
は
全
国
調
査
の
二
倍
強
と
な
っ
て
い
る
点

が
目
立
つ
。

図６ (Ｑ15）天皇制の将来は，どうあるべきだと思いますか？
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沖縄県内高校・大学生の意識調査紅上）1５
あ
る
。
こ
れ
は
五
年
前
の
調
査
と
ほ
ぼ
同
じ
結
果
で
あ
り
、
若
干
、
数
字
が
変
わ
っ

た
の
は
、
「
い
い
え
」
と
「
無
回
答
」
が
前
回
よ
り
約
二
％
ず
つ
減
り
、
そ
の
分

だ
け
、
つ
ま
り
四
％
ほ
ど
「
わ
か
ら
な
い
」
が
増
え
た
点
で
あ
る
。

ま
た
特
性
別
に
み
る
と
、
「
意
識
の
ち
が
い
が
あ
る
」
と
答
え
た
者
は
、
女
性

よ
り
も
男
性
に
、
高
校
生
よ
り
も
大
学
生
に
、
県
外
出
身
大
学
生
よ
り
も
県
内
出

身
大
学
生
に
多
い
。
高
校
生
と
県
外
出
身
大
学
生
の
「
わ
か
ら
な
い
」
（
各
々
、

二
八
、
六
％
と
二
四
、
○
％
）
が
多
い
の
が
目
立
つ
。

Ｑ
Ⅳ
こ
れ
ま
で
天
皇
が
訪
れ
て
い
な
い
県
は
沖
縄
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
あ
な

た
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か
？

全
体
で
み
れ
ば
、
「
い
い
え
」
（
五
六
、
九
％
）
が
「
は
い
」
（
四
二
、
○
％
）

を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
高
校
生
に
限
れ
ば
、
「
い
い
え
」
が
「
は
い
」
の
二
倍
以

上
と
な
り
、
知
ら
な
か
っ
た
者
が
七
○
％
近
く
を
占
め
て
い
る
。
沖
縄
県
民
が
こ

れ
ま
で
こ
だ
わ
り
続
け
た
こ
う
し
た
歴
史
的
事
実
に
対
し
て
年
齢
層
が
下
が
る
に

２

し
た
が
っ
て
疎
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
天
皇
制
に
対
す
る
沖
縄
の
無
関

口
一

心
傾
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

こ
の
設
問
に
対
し
て
は
県
内
出
身
大
学
生
と
県
外
出
身
大
学
生
と
の
間
に
大
き

な
差
異
は
み
ら
れ
ず
、
県
内
出
身
者
の
方
が
約
四
％
程
度
、
県
外
出
身
者
よ
り
も

Ｉ
図７．（Ｑ16)他府県と沖縄とでは，天皇に対する意識はちがうと

思いますか？
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反
対
は
少
な
い
。

図
Ｎ

が
最
も
多
い
回
答
と
な
っ
て
い
る
。
県
内
出
身
大
学
生
と
県
外
出

身
大
学
生
の
比
較
で
は
明
確
な
差
異
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
後
者
は
前
者
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
学
生
が
天
皇
来
沖
に
賛
成
し
、

だ
が
賛
成
派
も
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
様
々
で
、
複
雑
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
回
答
者
が
欄
外
に
敢
え
て
書
き
添
え
て

あ
っ
た
い
く
つ
か
の
コ
メ
ン
ト
（
「
な
に
が
な
ん
で
も
来
る
べ
き
だ
」
、
「
沖
縄
に
来
て
謝
罪
し
て
ほ
し
い
」
、
「
だ
け
ど
ち
ょ
っ

と
来
る
の
が
遅
い
」
な
ど
）
か
ら
も
読
み
と
れ
る
。

図８．（Ｑ18）昭和62年国体で,天皇が初めて

沖縄を訪問することについて，あなたは

どう思いますか？

lｌ１ｌ

ｌｌ

ｌｌ
ｌｈ

形
「

１
'１

，Ｉ

|’

Ｑ
蛆
昭
和
六
二
年
沖
縄
国
体
で
、
天
皇
が
初
め
て
沖
縄
を
訪

問
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

賛
成
派
（
四
五
、
三
％
）
が
反
対
派
（
一
一
○
、
五
％
）
を
大
き

く
上
ま
わ
っ
た
。
ま
た
「
わ
か
ら
な
い
」
（
三
一
一
、
一
％
）
が
き

わ
め
て
多
か
っ
た
。
内
訳
は
「
賛
成
」
二
○
、
七
％
、
「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
賛
成
」
二
四
、
六
％
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
反
対
」

一
一
一
一
、
○
％
、
「
反
対
」
七
、
五
彩
、
「
わ
か
ら
な
い
」
三
一
一
、
｜

影
、
「
無
回
答
」
二
、
一
％
で
あ
る
。
賛
成
派
は
高
校
生
よ
り
も

大
学
生
に
多
く
や
高
校
生
は
「
わ
か
ら
な
い
」
（
三
九
、
一
一
一
％
）

上
ま
わ
っ
た
。
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八
生
活
意
識
Ｖ

学
生
生
活
に
は
大
半
が
十
分
と
は
い
か
な
い
ま
で
も
お
お
か
た
満
足
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
身
近
な
強
い
不
満
か
ら
政
治
や
社

会
へ
と
駆
り
た
て
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
希
薄
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
情
報
を
着
実
に
収
集
し
な
が
ら
自
分
が
直
接
、
関
わ
る
進
路
や

人
間
関
係
に
細
心
の
注
意
を
払
い
、
余
っ
た
時
間
は
自
分
の
好
き
な
趣
味
に
費
す
。
学
問
や
社
会
情
勢
な
ど
に
は
さ
ほ
ど
強
い
関
心

は
な
く
、
ほ
ど
ほ
ど
に
こ
な
せ
ば
よ
い
と
い
う
き
わ
め
て
現
実
主
義
的
な
考
え
方
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
基
本
的
な
態
度
は
他

府
県
の
学
生
と
比
較
し
て
も
大
き
な
違
い
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
学
生
の
生
活
意
識
に
沖
縄
が
か
か
え
る
諸
問
題
は
あ
ま
り

影
を
落
と
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と
も
す
れ
ば
国
際
交
流
は
経
済
交
流
だ
け
に
な
り
が
ち
で
、
こ
の
点
に
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
不
平
・
不
満
が
相
次
い
で
い
る
現
状
を

考
慮
し
て
も
、
沖
縄
の
若
者
が
こ
う
し
た
国
々
と
、
し
か
も
文
化
交
流
を
通
じ
た
人
間
と
人
間
と
の
相
互
理
解
に
重
点
を
置
い
て
国

際
交
流
を
考
え
て
い
る
姿
勢
は
喜
ば
し
い
と
い
え
よ
う
。

国
際
交
流
に
関
す
る
沖
縄
県
の
学
生
、
と
く
に
大
学
生
の
知
識
と
関
心
は
か
な
り
高
く
、
し
か
も
沖
縄
の
独
自
性
に
根
ざ
し
て
お

り
、
現
在
、
沖
縄
県
が
展
開
し
つ
つ
あ
る
国
際
交
流
の
基
本
構
想
や
マ
ス
コ
ミ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
大
半
が
賛
意
を
表
明
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
具
体
的
な
施
策
や
施
設
等
に
つ
い
て
の
正
確
な
知
識
に
欠
け
る
者
も
か
な
り
い
る
の
で
、
行
政
サ
イ
ド
は
一

般
へ
の
浸
透
方
法
と
民
意
の
吸
収
策
を
も
っ
と
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
欧
米
偏
重
の
教
育
体
系
も
見
直

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

三
、
概
括

八
国
際
感
覚
Ｖ

Ｉ
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－
１
１
０
‐
－
０
１
０
１
１
１
１
‐
１
０
‐
‐
，
‐
‐
’
０
１
－
１

験
の
風
化
と
と
も
に
う
す
れ
、
》

う
進
行
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

Ｑ
週
か
ら
Ｑ
岨
ま
で
は
前
回
調
査
と
同
じ
設
問
で
あ
る
が
、
五
年
前
に
較
べ
て
大
き
な
変
化
は
な
い
。
前
回
調
査
の
概
括
は
、
「
沖

縄
は
他
府
県
に
較
べ
て
天
皇
や
皇
族
に
対
す
る
反
感
や
憎
悪
が
強
く
、
親
し
み
を
感
じ
る
者
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
ま
た
天
皇
制
廃

止
論
も
他
府
県
よ
り
多
い
。
し
か
し
な
が
ら
天
皇
制
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
関
す
る
沖
縄
県
民
の
賛
否
の
構
造
は
全
国
レ
ベ
ル
と
較
べ

て
み
て
際
立
っ
た
相
違
は
な
く
、
ア
ン
ケ
ー
ト
全
般
か
ら
い
え
る
こ
と
は
沖
縄
県
の
場
合
、
”
わ
か
ら
な
い
“
の
占
め
る
割
合
が
き

わ
め
て
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
相
対
的
に
は
沖
縄
県
で
は
天
皇
制
に
対
す
る
厳
し
い
見
方
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
他
府
県

と
根
本
的
な
相
違
点
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
天
皇
に
対
す
る
地
理
的
歴
史
的
な
隔
離
感
に
起
因
す
る
無
関
心
や
無
意
識
が

５

最
も
如
実
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
］
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
調
査
で
も
ほ
ぼ
同
じ
こ
と
が
い
え
る
。

わ
ず
か
な
が
ら
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
天
皇
お
よ
び
皇
族
に
対
す
る
反
感
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
（
一
八
、
七
％
↓
一
三
、
九
％
）

と
、
天
皇
に
戦
争
責
任
を
求
め
る
者
の
比
率
が
減
少
し
て
い
る
（
一
三
、
一
一
一
％
↓
一
七
、
四
％
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
Ｑ
ｕ

～
Ｑ
蛆
に
共
通
し
て
い
え
る
の
は
今
回
の
場
合
、
前
回
よ
り
も
全
て
、
「
わ
か
ら
な
い
」
が
二
～
四
％
の
範
囲
で
増
加
し
て
い
る
点

で
あ
る
。
Ｑ
Ⅳ
で
天
皇
が
訪
れ
て
い
な
い
県
は
沖
縄
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
学
生
は
半
数
以
下
で
あ
っ
た
こ
と
、
高
校
生

は
三
分
の
二
以
上
が
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
こ
の
五
年
間
だ
け
を
と
っ
て
も
天
皇
制
に
対
す
る
反
感
が
戦
争
体

験
の
風
化
と
と
も
に
う
す
れ
、
そ
の
一
方
で
「
天
皇
に
対
す
る
地
理
的
歴
史
的
隔
離
感
に
起
因
す
る
無
関
心
や
無
知
識
」
は
い
っ
そ

県
内
出
身
の
大
学
生
と
比
較
し
て
県
外
出
身
の
大
学
生
の
天
皇
観
に
根
本
的
な
賛
否
の
相
違
点
は
な
い
が
、
し
か
し
相
対
的
に
み

て
や
は
り
、
天
皇
お
よ
び
皇
族
に
対
し
て
親
近
感
が
あ
り
、
天
皇
に
戦
争
責
任
を
求
め
る
者
が
少
な
い
点
に
特
徴
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
沖
縄
県
の
高
校
・
大
学
生
の
意
識
か
ら
太
平
洋
戦
争
の
痕
跡
は
確
実
に
消
失
し
つ
つ
あ
り
、
そ
れ
と
共
に
天
皇
に

八
天
皇
観
Ｖ

’
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こ
の
調
査
に
従
事
し
た
メ
ン
バ
ー
は
、
大
城
功
（
社
会
学
科
四
年
）
、
大
城
博
（
史
学
科
四
年
）
、
東
風
平
桂
子
（
法
政
学
科
四

年
）
、
上
原
守
（
経
済
学
科
三
年
）
、
島
袋
一
成
（
法
政
学
科
三
年
）
、
金
城
和
治
（
同
上
）
、
仲
村
典
子
（
国
文
科
三
年
）
、
山

里
円
香
（
同
上
）
、
小
浜
時
子
（
同
上
）
、
杉
谷
藤
樹
（
史
学
科
三
年
）
、
寄
川
佳
子
（
社
会
学
科
三
年
）
の
二
名
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
に
際
し
て
御
協
力
い
た
だ
い
た
各
高
校
・
大
学
の
諸
先
生
方
や
学
生
譜
君
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、

仲
地
博
助
教
授
に
は
資
料
の
提
供
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

対
す
る
無
関
心
が
増
大
し
て
い
く
中
で
屈
折
し
た
感
情
も
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

四
、
後
記

5）（４）（３）（２）（１）注

仲
地
博
「
沖
縄
県
内
大
学
生
の
平
和
意
識
」
『
琉
大
法
学
」
第
一
一
一
六
号
、
一
九
八
五
年
三
月
。

『
毎
日
新
聞
』
一
九
八
四
年
一
○
月
一
三
日
。

江
上
能
義
「
天
皇
制
と
沖
縄
」
『
琉
大
法
学
』
第
二
八
号
、
一
九
八
一
年
三
月
。

『
沖
縄
タ
イ
ム
屋
一
九
八
五
年
一
月
四
日
。

江
上
能
義
、
前
掲
論
文
、
三
五
八
’
九
頁
。
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調査資料
'１’

沖縄県内高校・大学生の意識調査結果

く生活意識・国際感覚・天皇観＞

1．調査期間：１９８５（昭和60）年４月下旬～５月上旬

2．調査対象：（高校生）糸満高校，那覇高校，昭和薬科大学附属高校，北谷高校

中部商業高校，辺土名高校，八重山高校

（大学生）琉球大学，沖縄国際大学，沖縄大学，、

沖縄キリスト教短期大学

3．調査総数：５８３（高校２９１，大学２９２）、

4．性別

5．出身県別伏学生）

沖縄県内

沖縄県外

’
6．調査：琉球大学法文学部江上ゼミナール

7．回答率単位：％

高校生 大学生

男 133（４５．７％） 230（７８．８％）

女 1５８（５４．３％） 6２（２１．２％）

沖縄県内 235（８０．５％）

沖縄県外 5７（１９．５％）



沖縄県内高校・大学生の意識調査（江上）2１

Ｑ１．あなたは，現在の学生生活に満足していますか？

Ｑ２・社会の出来事についてのあなたの考え方に最も影響を与えたものは何ですか？

1.満足 2.やや満足 3.どち不満 4.不満 Ｎ・Ａ●’ 計

全体

男

女

４
４
７

●
●
●

９
７
２
１

８
９
２

●
●
●

１
７
８

５
４
５

２
１
７

■
●
●

９
３
２

２
３
２

7.9

1０．２

4.1

７
４
３

●
●
●

１
１
２

100.0

100.0

100.0

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内(大学）

県外(高校）

６
４
８
３
５
７
５
８

●
●
●

●
●
●

●
●

８
７
３
０
７
２
８
８

１
１
１

７
１
２
９
９
９
６
９

０
９
５
２
且
８
０
０

０
●
●

●
●

５
４
５
５
４
５
５
５

８
６
９
５
８
２
３
６

●
●
●

●
●
●

●
●

０
２
５
７
３
２
２
４

３
３
２
２
３
２
３
２

２
９
７
５
０
４
７
８

●
●
●

●
●
●

●
●

９
０
１
６
９
４
７
５

１
１

７
４
７
８
９
９

０
０
３
２
ａ
Ｌ
０
０

●
●

●

０
０
０
９
０
１
０
１

●
●
●

●
●

０
０
０
９
０
０
０
０

０
０
０
９
０
０
０
０

１
１
１

１
１
１
１

１．

テレビ

2．

新聞
３．

単行本
4．

雑誌
5．

先生
6．

先輩
７．

友だち
8．

親兄弟 ＮＡ０ 計

全

男

女

体 41.0

41.0

４０．９

１
２
６

●
●
●

２
４
８

２
２
１

４
５
５

●
●
●

７
８
５

9.8

1０．２

9.1

３
４
５

０
●
●

６
４
９

５
９
２

●
●
●

５
６
３

４
７
２

●
●
●

５
６
３

２
２
２

11.1

8.8

1５．０

２
９
７

●
●
●

２
１
２

130.8

132.6

127.7

大学（全体）

男

女

高校（全体）

男

女

県内（大学）

県外（大学）

７
４
５
３
１
６
５
２

●
●
●

●
●
●

●
●

７
０
４
４
５
３
１
６

３
４
３
４
４
４
４
３

４
３
８
８
５
７
４
５

●
●
●

●
●
●

●
●

８
８
８
５
９
２
４
５

２
２
２
１
１
１
３
１

３
４
０
５
０
２
７
１

●
●
●

●
●
■

●
●

０
０
１
４
６
３
０
２

１
１
１

１
１

６
０
１
０
０
２
１
２
●
●

９
０
８
０
２
８
２
５

１
１
１

１

９
３
７
８
５
１
９
２

●
●
●

●
●
●

●
●

７
４
０
４
４
５
８
５

２

８
７
４
１
３
２
１
３

●
●
●

●
●
●

●
●

６
８
３
４
５
３
７
０
１

７
８
７
１
６
５
６
３

●
●
●

●
●
●

●
●

４
４
４
６
１
１
８
９

２
２
２
２
３
２
２
２

９
４
４
４
８
０
５
２

９
Ｚ
２
２
２
２
２
５

●
●
●

２
１
１
１
１

７
９

８
８
８
９

●
●

●
●
●

●

０
０
０
３
３
３
０
０

０
５
６
８
６
３
７
０

●
●
●

●
●
●

●
●

６
６
３
５
０
３
６
９

３
３
３
２
４
１
５
１

１
１
１
１
１
１
１
１
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Ｑ３．社会に出た場合の目標を，あなたはもっていますか？

あなたは今，何に－番関心がありますか？Ｑ４

1.もっている 2．漠然と
3.考えたこ

とない
Ｎ、 Ａ● 計

全体

男

女

０
２
５

●
●
、

４
６
０

２
２
２

１
９
６

●
●
●

８
７
８

５
５
５

８
２
５

●
●
●

６
５
９

１
１
１

０
８
４

●
●
●

１
０
１

９９．９

100.1

100.0

大学（全体）

男

女

高校（全体）

男

女

県内（大学）

県外（大学）
４
６
７
６
３
９
９
４

Ⅵ
９
０
０
０
０
Ⅲ
４

●
●
●

２
２
２
２
２
２
２
２

３
１
２
０
６
４
１
２

●
●
●

●
●
■

●
●

１
９
７
５
５
４
１
２

６
５
６
５
５
５
６
６

０
３
３
７
８
４
５
３

●
●
●

●
●
●

●
●

１
１
０
２
１
３
０
３

１
１
１
２
２
２
１
１

３
７
７
３
３
４

●
●

●
●
●

●

０
０
１
１
２
１
０
０

０
０
９
０
０
０
９
９

●
●
●

●
●

０
０
９
０
０
０
９
９

０
０
９
０
０
０
９
９

１
１

１
１
１

1.進路
2.対人

関係
3.お金

4.社会

情勢
5.学問 6.健康 7.趣味

Ｙ
その他 Ｎ､Ａ、 計

全体

男

女

０
３
５

●
●
●

６
６
５

４
４
４

４
１
５

●
●
●

７
３
４

２
２
３

9.3

10.7

6.8

4.8

4.1

5.9

２
１
１

●
●
●

７
９
４

4.3

5.5

2.3

1５．４

１７．６

１１．８

4.1

4.7

3.2

７
１
７

●
●
●

１
１
２

120.2

122.2

116.8

大学（全体）

男

女

高校（全体）

男

女

県内（大学）

県外(大学）

４
２
２
５
３
１
１
４

３
２
５
８
５
１
７
４

●
。
●
●

●
●

５
５
５
３
３
４
５
５

０
０
３
９
３
３
９
０

●
●
Ｄ

Ｃ
●
●

●
０

４
３
９
０
３
７
９
４

２
２
２
３
２
３
２
１

２
４
２
３
３
６
８
５

●
●
●

●
●
●

●
●

９
０
５
９
１
７
９
０

１
１

１

８
７
１
７
５
８
５
５

●
●
●

●
●
●

●
●

６
５
２
２
１
３
８
３

１

９
０
５
５
５
９
７
３

●
●
●

９
０
９
４
７
１
０
２
●
●

１
１
１

２
８
２
４
５
３
４
３

口
●
●

●
●
●

●
●

７
７
５
１
１
１
９
５

３
６
１
６
３
０
４
０

●
●
●

●
●
●

●
●

２
２
２
８
６
２
３
４

１
１
１
１
２
１
１
１

４
６
２
８
３
９
７
５

●
●
●

●
●
●

●
．
●

３
２
５
４
８
１
２
０
１

４
３
７
１
８
２
８

●
●
●

●
●
●

●

１
１
１
２
０
３
１
０

６
６
３
８
８
１
３
５

７
５
６
２
５
０
３
４

●
●
●

●
●
●

２
２
３
１
１
１
４
２

１
１
１
１
１
１
１
１



沖縄県内高校・大学生の意識調査（江上）2３

Ｑ５．日本と￣番，関係の深い地域（国）は，どこだと思いますか？

|叩

|:：

Ｑ６．アセアン（東南アジア諸国連合：ＡＳＥＡＮ）の加盟国を以下から選んで

下さい（複数)。

州
ノ
１
９
２

■
■
■

フ
ヒ
剛
閃
妃

|￣￣
’12.7

1]､ｌ
',５．９１
－－－’

’’１““蝉一

i￣￣ｉ

Ⅲ７１．３

L聖５J

８
８
５

■
■
■

７
５
４

６
７
５ 言

￣|

'”I

lill

２
７
４

■
■
■

２
２
１

１
１
１ liI

１
１
５

配
閲
加

０
４
５
■
■

２
６
４

２
２
１ Uiil

｢汀

偲’医

1．アメリカ 2．ヨーロッパ 3．ソ遮 ４．１１０１劃 5.剛米 6.束耐アジア 7．オセアニア 8.アフリカ Ｙその他 Ｎ、Ａ、 叶

全体

男

女

９
７
６

●
Ｂ
■

９
“
８
８

８
８
８

２
１
９

１
１
０

９
２
４

Ｉ
２
１

７
４
７

●
●
●

７
７
７

９
８
９

０
０
０

９
７
７

●
Ｇ
□

３
４
２

９
８
９

●
■
●

０
０
０

５
３
９

●
●
●

０
０
０

0.5

0.8

0

０５

０

1.4

107.9

106.8

105.4

大学(全体）

男

女

禰校(全ﾄﾞﾘG）

男

女

県内(大学）

県外(大学

７
９
１

３
０
７

３
７
●
●

．
８
．

●
●
●

２
０
３

７
９

ｍ
８
８

９
９
９
。

９
８

７
４
７

７
８
６

８
７

１
Ｌ
Ｌ

Ｌ
１

０
●
●

０
０
０

１
２
７

７
３
３

７
●
●
●

●
●
■

●

２
２
１

１
２
１

２
０

２
７
３

２
５
０

４
２

●
●
●

●
●
●

８
７
０

７
７
７

９
５

１

０
８
７

７
８
６

９
７

Ｌ
Ｏ
Ｌ

ら
●
●

●
■

０
０
０

０
１

２
２
２

７
８
９

７６
０

０
●
●

５
５
５
‐

２
３
Ｉ

４
８
７

３
６

３
７

●
●

１
Ｏ
Ｌ

●
ｏ

０
０
０

１
１

７
３
７

３
６

９
■
●
●

０
０
０

■

０
０
１

０
０

３
８

７
．
５

７
●
●

●
●

●

０
０
０

０
１
０

０
１

３
７

７
●

●
●

０
０
１

０
０

３１
４

●

０
０

６
１
８

３
７
６

４
７

５
●
●

●
の

３
０
８

●

２
４
０

１
１

１
１
１

０
０
０

２
０

１
１
１

１
１
１

１
１

いＩ９ｕｉ
2． ﾌィリ
ピン

3.FＭ１ 4．タイ
5.シンガ

ポール

6.マレー

シア

7.イ

＊

ソド

シア
８．台iVi 9.柳1ｍ

10．

ﾌﾟノI必ﾈイ

11.

ベトナム

】２．．
ビフレマ

13.オースト

ラリア
Ｙその他 Ｎ､八， ８１

全体

男

女

９
１
４

●
●
●

９
２
６

１

１
９
２

●
Ｃ
Ｇ

印
聞
佃

７
７
９

０
●
の

２
０
５

１
１
１

５
６
５

０
●
●

４
０
４

５
６
４

９
３
５

●
●
●

６
１
９

６
７
５

８
８
５

７
５
４

６
７
５

５
２
５

●
●
●

５
２
４

６
７
５

２
７
４

●
■
●

２
２
１

１
１
１

６
１
２

●
●
■

０
２
８

１
Ｉ

３
０
４

●
●
●

２
６
６

１
１

Ｊ
１
β

犯
瀦
加

０
４
５

０
●
●

２
６
４

２
２
１

０
３
３

●
●
■

６
８
２

１
８
９

■
●
●
●

２
２
０

２
６
９

●
●
●

６
９
５
１

431.9

482.6

3636

大学(全体）

男

女

獅校(全体）

男

女

県内(大学）

県外(大学）

８
３
７

１
８
２

０
４

６
８
１

３
ａ
Ｐ
ａ

０
●

８
３

１
１

９
２
９

２
９
７

８
５

１
丘
６

●
●
●

０
７
３

布
闘

７
７
５
．
５
５
４

３
０
Ｊ

１
０
７

４
●

０
０
２
．
．
５
２
Ⅲ

３
０

１
１
１

１
１
１

１

７
５
２

３
４
２

２
６

●
●
●

４
０
．
９

●
●

剛
飴
弱

９
８

４
５
３

６
５

１
０
５

７
４
０

４
１

ｍ
的
閉

６
６
７

４
２

５
５
５

８
６

８
７
３

●
●
●

６
６
３

●
●
●

８
３

別
閃
印

４
８
１

５
５
５

肥
的

４
６
４

耶
叩
印

３
５

８
９
２

５
５

７
７
７

５
５
４

８
６

０
３
５

４
０
１

３
２

２
Ｌ
５

２
５
０

●
■

４
５

１
１
１

１
１
１

１

９
４
９

３
０
２

Ｊ
４

●
●
●

●
菫
●
●

９
０
６

１
５
８

２
３

１
１
１

１

５
８
２

２
８
５

３
２

●
●
●

●
●
●

●
●

７
７
７

７
２
２

８
７

１
１
１

１
１
Ｉ

８
４
６

５
８
３

８
２

■
●
●

●
●
●

●
●

７
０
８

６
７
５

８
７

１
２

２
２
２

１
１

４
０
１
．

５
６
８

５
Ｏ

Ｇ
●
●

●
●
●

６
７
４

７
５
０

９
９

２
２
２

１
２
１

２
１

５
５
７

５
３
５

８
２

●
●
●

ａ
Ｌ
２

０
●

５
６
１

５
５

１

４
７

７
５
３

３
７

●
●

■
Ｃ
●

●
●

１
１
０

２
４
１

１
１

８
７
７

２
５
５

５
９

４
５
Ｌ

●
●
●

●
●

９
６
１

４
６

１
１
２

３
１
●
●

５
０

８
０
４
５

８
９
０
１

５
０

●
●
●
●

０
■

９
９
２
６

０
４

９
８
４
４

３
７

３
３
４
３

５
３



１１１

琉大法学第38号（1986） 2４

(ＡＳＥＡＮ加盟国名正解率）

Ｑ7．現在，日本は東南アジアと密接な関係にありますがｂ今後はどの分野の交流

がより重要だと思いますか？‐

’

6問

正解

５問

正解

4問

正解

3問

正解

2問

正解

1問

正解

0問

正解
NUA． 計

全体

男

女

９
６
３

●
●
●

６
９
２

８
６
９

●
●
●

８
６
５

２
３
１

６
４
６

●
●
●

６
５
８

１
１
１

３
６
６

●
●
●

２
１
３

１
１
１

４
６
４

●
●
●

８
６
１
１

０
２
５

●
●
●

５
５
４

14.2

10.2

20.9

７
７
７

爪
４
２
１

９
９
９

●
●
●

９
９
９

９
９
９

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内（大学）

県外(大学）
６
２
２
１
３
３
６
４

●
●
●

●
●
●

●
●

０
２
５
３
５
１
８
０

１
１

２

３
０
１
３
８
４
６
８

●
●
●

●
●
●

●
●

７
０
４
０
０
１
６
０

３
４
２
２
３
１
３
４

５
３
３
７
５
６
０
４

●
Ｕ
Ｏ

０
●
●

●
□

０
８
９
２
０
４
１
８

２
１
２
１
１
１
２
１

０
６
７
７
８
４
２
２

●
●
●

●
●

４
２
０
０
９
１
５
８

１
１
２
１
１
１

１
８
９
７
８
３
２

●

５
４
６
１
９
３
６
０

●
●
●

１
１

４
９
７
５
５
７
３
１

●
●
●

●
●
●

■
●

３
３
１
６
７
５
３
４

１
７
４
５
８
８
５

●
●
●

●
●
●

●

２
１
３
６
４
７
２
０

２
２
２

８
５
６
６
５
６
６
２

●
●
■

●
●
●

●
●

６
６
８
８
１
４
６
８

１

８
０
９
１
０
１
０
１

●
●
●

●
●
●

●
●

９
０
９
０
０
０
「
０
０

９
０
９
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１

1.経済 2.文化 3.政治 4.技術 5.軍事 Ｙその他 Ｎ、Ａ、 計

全体

男

女

４
１
７

●
●
●

２
９
７

４
３
４

５
３
２

●
●
●

４
５
３

２
２
２

９
６
５

●
■
□

・
９
９

０１

２
４
５

●
●
●

９
４
０

２
３
２

６
８
３

●
●
●

２
２
２

６
２
２

．
Ｄ
Ｃ
●

２
２
３

４
１
３

●
●
●

３
１
７

６
５
７

●
●
●

４
４
４

１
１
１

１
１
１

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内（大学）

県外伏学）

２
９
５
９
６
３
９
３

●
●
●

●
●
●

●
●

４
８
５
９
４
４
７
９

４
３
６
３
３
４
４
２

１
９
０
３
６
２
８
３

●
●
●

●
●
●

●
●

８
７
１
２
２
２
７
９

２
２
３
２
２
２
２
２

３
６
８
６
８
５
０
４

０
９
３
９
９
９
２
３

●
●
●

●
●
●

１
１

１
．

９
４
５
４
８
５
９
１

●
●
□

●
●

４
５
４
４
３
６
２
３

３
３
３
２
３
１
３
４

４
６
７
７
０
５
０

２
２
１
２
３
２
３
０

●
●
●

●

４
３
０
８
８
８
９
４

●
●
Ｏ

Ｂ
●
●

●
●

１
１
２
３
３
３
０
３

７
７
９
５
３
２
０
７

●
●
●

●
●
●

●
●

２
１
６
５
２
８
３
１

1２４．０

１１７．４

１５３．４

1０８．２

１０９．９

１０５．７

1２７．５

１１０．２



沖縄県内高校・大学生の意識調査紅上）2５

Ｑ８．今年４月に沖縄国際センターがオープンしますが，このことをあなたは知っ

ていますか？

IＤ

Ｑ9．沖縄国際センターは，どこにありますか？(Ｑ８．の「はい」の回答者に対して）

EＩＩ

１．はい 2．いいえ Ｎ、Ａ、 計

全体

男

女

２
４
０

●
●
●

５
１
５

５
６
４

５
１
２

●
●
●

２
６
３

４
３
５

２
５
８

●
●
●

２
２
１

９
０
０

●
●
●

９
０
０

９
０
０
１
１

大学（全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内（大学）

県外(大学）

１
３
０
３
３
４
１
２

●
●
●
●

９
８
１

７
７
８

１３

●
●

２
０
３
３

２
Ⅱ

８
６

８
１
８
４
４
０
０
３

●
●
●

●
●
●

●
●

７
９
３
７
５
９
５
９

１
１
１
６
６
６
１
２

１
６
２
４
３
６
０
４

３
２
５
１
２
０
３
３

●
●
●

●
●

０
０
０
１
０
０
１
９

●
●
●

●
●
●

●
●

０
０
０
０
０
０
０
９

０
０
０
０
０
０
０
９

１
１
１
１
１
１
１

1．

那覇市

2．

沖縄市

3．

浦添市

4．

宜野湾市

5．

名護市

6．

本部町
Ｙその他 Ｎ､Ａ、 計

全体

男

女

７
１
１

●
●
●

３
３
５

２
３
０

●
●
●

２
１
４

６
４
７

●
●
●

７
９
３

７
７
７

３
０
１

●
●
●

４
４
５

９
３
●
●

０
．
１
０

６
４
０

●
●
●

０
０
１

３
０
１

●
●
●

４
４
５

２
３
１

●
●
●

６
６
６

８
８
１

●
●
●

９
９
０

９
９
０
１

大学(全体）

男

女

高校（全体）

男

女

県内（大学）

県外(大学）

５
３
３
４
３
３
１
３

●
●
●

●
●
●

●
●

３
３
４
４
２
６
２
０
１

７
１
３
３
３
２
１

１
１
４
３
２
４
２
０

●
●
●

●

４
４
７
４
１
５
９
１

●
●
●

●
●
●

●
●

４
４
４
０
８
２
４
２

８
８
８
６
５
６
８
８

７
７
９
０
０
３
１

●
●
●

●
●
●

●

１
１
１
１
４
８
２
０

１
１

９
１

１
３

０
●
●

●
●

●

０
１
０
１
２
０
１
０

４
６

１
１
５

●
●

●
●

●

０
０
０
１
０
２
０
０

２
８

９
３
４
６

●
●

●
●
●

●

２
２
０
９
９
０
２
０

１

２
０
３
８
６
３
７
７

●
●
●

●
●
●

●
●

５
５
４
８
１
６
４
７

１

９
０
１
０
９
１
０
０

●
●
●

●
●
●

●
０

９
０
０
０
９
０
０
０

９
０
０
０
９
０
０
０

１
１
１
１
１
１



琉大法学第38号（1986） 2６

｜｜：
Ｉ｜:

''''１Ｑ10．沖縄にとって国際交流は必要なことだと思いますか？
ｌｌｌｌ
Ｌｌｊ

/111
１１１

Ⅲ「Ｈリ
キ1.､｡｡

ｌＬ

Ｉｌｌ

ｌＩＩ

Ｑ11．沖縄は，これからどの地域（国）と最も交流を深めていくべきだと思います
￣

か？

”

1．
とても

必要
2． ３

なんとも

､言えない 4鍵讃 5． Ｎ５Ａ． 計

全体

男

女

３
７
０

●
●
●

２
３
０

５
５
５

８
２
６

●
●
●

５
４
８

３
３
３

１
１
１

●
●
●

９
９
９

５
６
５

●
●
●

０
０
０

●

９
４
巳
●

０
１
０

４
１
８

●
●
●

１
１
１

100.0

100.1

100.0

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内(大学）

県外(大学）
８
７
１
８
４
６
９
６
●
●

６
５
２
Ⅵ
０
５
７
２

●
●
●

５
５
６
４
５
４
５
５

６
８
６
１
１
４
２
１

０
●
●

●
●
●

●
●

３
４
７
８
３
２
３
５

３
３
２
３
３
４
３
３

５
３
２
７
５
８
４
３

０
●
●

爪
８
５
０
０
０
６
２
●
●

１
１
１

１

０
５
６

●
●
●

０
０
０
１
１
０
０
０

７
９

０
３

９
●
●

●
●

●

０
０
０
１
２
０
０
０

４
４
２
４
３
６
７

●
●
●

●
□
●

●

１
０
５
１
２
０
１
０

０
１
１
０
１
０
１
０

●
●
●

●
●
●

●
●

０
０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１

1.アメリカ 2.ヨーロッパ 3.中国 4.台湾 5.南米 6.東南アジア 7.オセアニア 8.アフリカ Ｙその他 Ｎ、Ａ、 8十

全体

男

女

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内(大学）

県外(大学）

４
０
７

●
Ｏ
Ｃ

ｍ
肥
”

７
●

４１

９３１

０
１
５
６

９
２

●
●
●

●
■

９
６
９
１

７
５

１
２
１
３

１

８
２
■
●

６
３
１
１

●
凸
■こ■

〃
・
一

泥
》
’一一

２
９

Ｄ
Ｂ
５

６
６
，

●
Ｇ

３
７
４

０
２
９

５
６

１
３

２
２
１

１

一

獅
皿
師
一
一

３
８

５
１
Ｉ

Ｄ
Ｄ
Ｃ

２
９
３

１
１

３
２
４

２
２

８
３

９

４
９

釦
３
２

4.5

5.2

3.2

5.5

6.1

3.4

3.4

3.8

3.2

3.6

1３．８

躯、順一一
８
０
８

３
９

Ｊ
Ⅱ
１

６
６
６

４
６
３

６
６

９
１
０
●

６
３
２
３

岬一一
５
３
２

３
５
５

２
４

●
、
０

●
●
●

●
●

２
４
６

１
３
９

４
１

４
４
３

１
１

４
４

６
８
３

●
●
●

２
２
２

４
５
４

７
５
９

６
４

０
●
●

●
●

ａ
３
３

１
１
１

３
３

2.4

1.9

3.2
P■●￣●■－０●●

－－－－－－－o⑤ひ◇￣

2.1

’１．７

3.4

2.7

2.3

3.2

2.2

1.7

１
７
２
や

■
●
●

４
４
３
．

１
０
４

２
５
２

２
９

●
ｐ
●

●
Ｄ
Ｃ

●
●

３
３
３

５
７
３

２
６

３
８
●
●

５
２

》一

服一一
Ｃｌ

●

４
９
６

２
０
１

Ｉ

Ｃ
●
●

●
●
●

■

２
０
８

８
６
０

３
０

１

４
２
●
●

５
２
１
１

１
１

８
一
一

ｍ一一■一

３
４
９

３
５
４

１
５

凸
●
■

●
●
●

０
□
・

５
６
１

５
４
６

３
５

２
１
６

０
０
０

３
１

１
１
１

１
１
１

１
１



沖縄県内高佼・大学生の意識調査（江上）2７

Ｑ12．沖縄はこれから，どの分野で国際交流を深めていくべきだと思いますか？

Ｑ13．あなたは，天皇および皇族に対してどんな感じをお持ちですか？

1.経済 2.文化 3.政治 4.技術 5.軍事 6.その他 Ｎ、Ａ、 計

全体

男

女

３８．８

４２．１

３３．２

４２．４

４１．６

４３．６

７
８
２

●
●
●

６
５
８

1８．４

１９．０

１７．３
６
８
３

●
●
●

２
２
２

６
８
３

●
●
●

２
２
２

４
４
８

●
●
●

３
１
６

９
５
７

●
●
●

４
５
３

１
１
１

１
１
１

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内(大学）

県外(大学）

９
６
４
６
３
７
１
２

●
●
●

●
●
●

●
●

７
９
１
９
９
９
３
６

４
４
４
２
２
２
５
３

５
２
７
２
６
８
３
２

●
●
●

●
●
●

●
●

３
２
１
１
０
１
７
６

４
４
５
４
４
４
４
３

８
８
３
６
５
６
１
７

●
●
●
●
●
●
●
●

‐
５
４

０１

７
７
７
７
１

５
１
５
２
８
２
６
２

８
９
且
８
８
７
９
Ⅲ

●
●
●

１
１
１
１
１
１
１
１

４
４
４
８
５
２
９
４

●
●
●

●
●
●

●
●

１
１
１
３
４
３
０
３

４
３
７
８
３
５
４
２

●
●
●

●
●
●

●
●

１
１
１
３
５
２
０
５

１
４
９
８
０
３
２
７

２
０
６
４
３
６
２
１

●
●
●

●
●

120.6

117.8

127.5

109.0

109.0

108.3

１３０．６

１０１．６

2.親しみ 3．
何とも感

じない
4.反感 5.憎悪 Ｙその他 Ｎ､Ａ、 計

全体

男

女

８
３
５

●
●
●

３
３
４

０
４
６

●
●
●

６
７
３

６８．６

６６．７

７１．８

1３．９

１３．５

１４．５

４
７
４

●
●
●

３
４
１

８
０
８

●
●
●

３
５
１

０
３
３

●
●
●

１
０
２

５
９
９

●
■
●

０
０
９

０
０
９

１
１

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内(大学）

県外伏学）

７
９
４
８
３
１
４
２

●
●
●

●
●
●

●
●

３
３
３
３
２
５
３
５

８
３
７
１
３
８
９
７

●
●
●

●
●
●

●
●

８
０
１
３
２
３
５
０

１
２

４
２
４
４
７
５
３
３

●
●
●

ａ
Ｚ
２
８
４
１
０
０
●
●

６
６
７
６
６
７
７
６

２
６
５
５
５
６
６
９

●
●
●

●
●
●

●
●

２
１
５
５
６
４
３
６

１
１
１
１
１
１
１

１
４
７
８
８
３
４
７

●
●
●

●
●
●

●
●

３
３
１
３
６
１
３
１

７
４

８
５
５
１
２

２
３
０
４
７
２
２
５

●
●
●

●
●

０
２
０
８
３
３

●
●

●
●
●

●

１
０
５
１
０
１
１
０

９
８
９
４
９
１
０
０

●
●
●

●
●
●

●
●

９
９
９
０
０
０
０
０

９
９
９
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１



琉大法学第38号（1986） 2８

Ｑ14．あなたは太平洋戦争の戦争責任を誰に求めますか？（注：該当するものはい

くつでもよい）

(全体を100影とする）

1.天皇 2.軍部 3.内閣 4.国民 5.外国 Ｘ
わから

ない
Yその他 Ｎ､Ａ、 計

全体

男．

女

1７．４

１６．０

１９．７

８
２
５

●
●
●

４
６
２

３
３
３

20.2

19.5

２１．３

9.9

11.6

7.1
０
９
１

●
●
●

４
３
４

10.0

8.4

1２．６

２
．
３
４

●
●
●

３
４
１

６
２
４

●
●
●

０
０
１

１
１
１

●
●
●

０
０
０

０
０
０

１
１
１

大学(全体）

男

女

高校（全体）

男

女

県内(大学）

県外(大学）

１
４
１
３
９
６
９
６

●
●
●

●
●
●

●
●

４
３
７
１
０
１
４
０

１
１
１
２
２
２
１
１

７
１
１
７
４
４
５
７

●
●
●

●
●
●

●
●

５
６
４
３
６
１
７
７

３
３
３
３
３
３
３
２

４
８
８
８
０
３
４
３

●
●
●

●
●
●

●
●

１
０
２
８
７
０
１
１

２
２
２
１
１
２
２
２

７
７
６
４
８
４
０
０

●
●
●

●
●
●

●
●

３
３
３
５
７
３
３
７

１
１
１

１
１

７
７
６
３
４
２
６
３

３
３
３
４
４
４
３
４

●
●
●

●
●

１
６
７
３
７
５
３
６

●
●
●

●
●
●

●
■

７
７
５
３
９
６
６
０

１
１

１

７
７
８
５
４
７
６
５

●
●
●

３
４
０
２
３
１
２
８

●
●
●

６
４
７
５
８
７

●
●

●
●
■

●

０
０
２
０
０
０
０
０

０
０
０
０
１
９
０
０

●
●
●

●
●
●

●
●

０
０
０
０
０
９
０
０

０
０
０
０
０
９
０
０

１
１
１
１
１

１
１

(単純集計）

全体

男

女

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内(大学）

県外(大学）

５
９
７
７
２
２
３
３
３
７
２

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●

８
５
２
４
２
６
２
２
２
７
７

２
２
３
２
２
３
３
３
３
２
１

８
４
１
３
６
４
２
４
８
６
８

６
８
４
２
９
２
１
６
６
９
４

●
●
の

●
●
●

●
●

５
５
５
６
５
７
５
５
４
６
４

９
４
５
３
３
３
５
３
４
７
５
●
●

２
１
５
Ⅵ
４
８
８
６
０
９
４

●
●
●

●
●
●

３
３
３
３
３
４
２
２
３
３
３

１
７
８
０
６
６
２
０
１
１
６

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●

６
８
１
４
２
７
８
２
５
４
７

１
１
１
２
２
２

１
２
２

５
３
８
５
１
６
５
８
３
７
９

●
●
●

●
●
●

●
●
●

●
●

６
６
６
６
６
８
６
６
６
６
６

３
５
９
３
６
１
３
０
７
８
２

●
●
●

●
●

６
３
０
２
２
２
０
５
４
４
７

●
●
●

１
１
２
１
１
１
２
１
２
１
１

１
９
３
５
８
７
８
３
５
９
８

●
●
●

●
●
●

５
６
２
６
Ⅵ
１
３
５
２
４
３
●
●１

０
３
３
０
７
０
８
３
３

１
０
２
１
０
１
Ｌ
０
Ｌ
１
０

●
●
●

●
●

●

163.2

161.4

166.4

174.6

１６５．２

２０８．６

151.8

154.9

149.4

188.8

162.0



沖縄県内高校・大学生の意識調査（江上）2９

Ｑ１ａ天皇制の将来は，どうあるべきだと思いますか？

Ｑ16．他府県と沖縄とでは，天皇に対する意識はちがうと思いますか？

Ｘわからない

1．
今の
でｿﾞニ

まま

い
2．
権限を

与える a霧i１℃ 4．
天皇f槁

廃止

Ｉ
Ｘ
わから

ない
Ｙその他 Ｎ､Ａ、 計

全体

男

女

３
６
３

●
●
●

６
７
４

５
５
５

６
７
５

●
●
●

４
４
４

０
０
０

１
２
７

●
●
●

３
５
９

２
２
１

1３．５

１０．５

１８．４

７
１
■
●

０
１
０

７
８
１

●
●
●

１
０
３

99.9

99.9

100.0

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内（大学）

県外(大学）

６
７
３
０
３
３
９
７

●
●
●

３
３
３
９
Ⅵ
０
１
０
●
●

６
６
６
４
４
５
６
７

４
３

９
３
３
８
７

●
●

●
●
●

●
●

３
４
０
５
５
６
３
１

０
０
０
０
０
０
０
０

グ

１
２
７
１
２
５
４
０

●
●
●

●
●
●

●
●

４
５
１
２
５
９
５
９

２
２
２
２
２
１
２
１

８
７
０
３
１
４
８
９

６
５
０
０
９
１
６
６

●
●
●

１
２
１
２

７
９

７
５

４
７

●
●

●
●

●
●

０
０
０
０
１
０
０
１

４
４
０
１
５
５
７

●
●
●

●
●
●

●

１
０
５
２
１
２
１
０

０
０
０
１
９
０
０
０

●
●
●

●
●

０
０
０
０
９
０
０
０

０
０
０
０
９
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１

１．はい 2．いいえ Ｘわからない

00

ＮｏＡ． 計

全体

男

女

９
３
９

●
●
●

４
９
７

６
６
５

１１．９

１０．５

１４．０

22.2

19.9

25.8

０
３
３

●
●
●

１
０
２

０
０
０

●
●
●

０
０
０

０
０
０

１
１
１

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内（大学）

県外伏学）

３
５
６
５
８
３
９
０

●
●
●

●
●
●

●
●

４
３
７
５
１
０
６
２

７
７
７
５
６
５
７
６

９
０
２
８
５
６
９
０

８
０
５
４
１
７
７
４

●
●
●

●
●

１
１
１
１

１

８
５
１
６
０
８
０
０

●
●
●

●
●

５
６
２
８
６
０
４
４

１
１
１
２
２
３
１
２

０
２
０
８
３
２

●
●

●
●
●

●

１
０
５
１
０
１
１
０

０
０
１
９
１
０
０
０

●
●
●

●
●
●

●
●

０
０
０
９
０
０
０
０

０
０
０
９
０
０
０
０

１
１
１

１
１
１
１



Ｉ

琉大法学第38号（1986） 3０

HＩｌＩ

Ｑ17．これまで天皇が訪れていない県は沖縄だけであることを，あなたは知ってい

ましたか？

１１１１

１１１

八１１１１

ＮＡ

Ｑ18．昭和62年国体で，天皇が初めて沖縄を訪問することについて>あなたはどう

思いますか？．

１．はい 2.～いいえ Ｎ、Ａ、 計
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1.賛成 2．
どちらかと

いえば賛成
3． 4.反対 Ｘ

わから

ない
Ｎ､Ａ、 計

全体

男

女

20.7

２２．５

１７．６

６
９
８

●
●
●

４
３
５

２
２
２

０
２
７

●
９
●

３
３
２

１
１
１

５
６
１

●
●
●

７
９
４

32.1

29.1

37.1

１
６
７

●
●
●

２
１
２

０
９
０

●
●
●

０
９
０

０
９
０

１
１

大学(全体）

男

女

高校(全体）

男

女

県内（大学）

県外(大学）

４
６
６
８
６
８
５
６

●
●
●

●
●
●

●
●

６
７
８
４
３
５
１
６

２
２
１
１
１
１
２
４

７
１
７
５
５
２
９
０

●
●
●

●
●
●

●
●

３
４
３
５
３
７
４
９

２
２
２
２
２
２
２
１

９
５
３
１
４
１
９
７

●
●
●

●
●
●

●
●

３
２
０
２
４
０
６
１

１
１
２
１
１
１
１

８
３
４
２
３
４
９
６

●
●
●

●
●
●

●
●

８
０
３
６
８
４
８
８

１

１
１
８
３
９
５
７
４

●
●
●

●
●
●

●
●

５
４
８
９
７
０
５
２

２
２
２
３
３
４
２
２

０
３
１
１
３
９
１
７

●
●
●

●
■

２
Ｌ
５
２
２
１
２
１

９
９
９
０
０
９
０
０

●
Ｂ
●

●
●

９
９
９
０
０
９
０
０

９
９
９
０
０
９
０
０

１
１

１
１


